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研究目的

研究対象：礁性石灰岩

• 礁 = 生物の関与した「堆積システム」

• 海洋に孤立した堆積場

▸古海洋環境解明のカギ

最終目標：

石灰岩の分析によって当時の環境を明らかに



葛生地域の地質

ペルム系の海山−礁複合体が分布

• 石灰岩：鍋山層

• 火山岩：出流層

鍋山層は岩相によって3部層に区分

赤道付近で堆積

▸ジュラ紀に日本へ

珪質頁岩

礫質石灰岩

上部石灰岩

中部苦灰岩

下部石灰岩

出流層

(火山岩)

葛⽣駅

秋

山

川

三峰山

アド山0    1    2    3   

(km)



研究手法

• 葛生地域における野外調査

• 岩石薄片の作成，観察

• 酸処理による不溶残渣の抽出 唐沢鉱山(住友大阪セメント)

堆積環境の考察

石灰岩薄片の一例

1 mm



下部石灰岩の堆積環境

得られた岩相情報

peloid粒子の存在

全体として石灰泥質

火砕質粒子を含む

植物片・有機物に富む

粗粒の堆積物の層

推定される堆積環境

ラグーン底での堆積

基盤の火山島の侵食

還元的な続成環境

ストーム等のイベント？



下部石灰岩の堆積環境 (図解)

ラグーン堆積物(後の鍋山層)

礁

侵食粒子の流入

海山

海山の概観



上部石灰岩の堆積環境

peloid粒子の存在

全体として石灰泥質

火砕質粒子を含まない

一部二次堆積性を示す

推定される堆積環境

引き続きラグーン底での堆積

侵食・沈降による火山島の消失

岩体の侵食・崩壊（堆積後）

得られた岩相情報



上部石灰岩の堆積環境 (図解)

礁の発達？ラグーン底での堆積の継続

海山の概観（？）



堆積環境の変遷

下部石灰岩 上部石灰岩

堆積場 ラグーン底

海山 海上に露出 火山島の消失

その他

現地性礁性岩体は確認できず

ストームの影響？（上部層は不明）

有機物分解されず 礁の発達？



海水準変動に伴う侵食と再堆積

不整合(侵食)

不整合(沈水)

ジュラ系珪質頁岩

深海での堆積物

三畳系礫質石灰岩

石灰岩の陸上露出・侵食

ペルム系石灰岩

海面付近での堆積

海山の沈降
(+ 高海水準？)

海水準低下



まとめ

• 海山−礁複合体の形成環境を解明

• 鍋山層の堆積はラグーン底

• 火山島の露出（堆積初期）
▸礁の発達と火山島の消失（堆積後期）

• 海水準変動の影響
（ペルム紀末の海水準低下が関係？）
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